平成26年度　障害者虐待防止・権利擁護指導者養成研修　要綱
含むべき内容

○虐待事案が起きた場合の対応

○通報者の保護
○虐待事案からの立ち直り

講義のねらい　
１．虐待発生時における設置者・管理者の責務と役割、組織的対応に関する知識及び、虐待発生時において設置者・管理者としての誠意ある対応を行うための意識について学ぶ。

２．虐待相談があった場合の対応について学ぶ。

３．虐待発生後の被虐待者への初期対応について学ぶ

４．虐待発生時の市町村への通報について学ぶ。

５．通報者の保護について学ぶ。

６．市町村・都道府県による事実確認への協力について学ぶ。

７．組織的な虐待対応について学ぶ。

８．虐待対応における関係機関との連携について学ぶ。

９．被虐待者への対応について学ぶ。

10．虐待者への対応と責任者の責任について学ぶ。

11．再発防止と虐待事案からの立ち直りについて学ぶ。
講義内容とポイント（計６０分）

	講義内容
	ポイント
	時間配分

	設置者・管理者の責務と役割
	設置者・管理者の責務、サービス管理責任者や提供責任者との役割の違い
	60分

	虐待の相談対応
	組織的対応による事実確認
	

	被虐待者への初期対応
	被虐待者の安全確保
	

	市町村への通報
	市町村への通報義務
	

	通報者の保護
	通報等による不利益取り扱いの禁止
	

	行政の事実確認への協力
	市町村・都道府県の事実確認への協力
	

	組織的な虐待対応
	検証委員会等の設置、第三者の参加、客観的検証
	

	虐待対応での関係機関との連携
	対応における連携と防止に向けたネットワーク構築
	

	被虐待者への対応
	誠意ある対応、虐待対応を含む個別支援計画
	

	虐待者等への対応と責任者の責任
	責任の明確化、責任所在に応じた処分、処分を受けた者の教育や研修
	

	再発防止と虐待事案からの立ち直り
	再発防止策、行政とのパートナーシップ、関係機関との連携体制、虐待の負の連鎖から組織が解放される、立ち直りの方向性を実感
	


講義で使用するもの

○資料集

○PPT

講義にあたっての留意事項
○講義で学んだことを演習において確認する。
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2日目　障害者福祉施設等設置者・管理者研修　


イ・講義４　障害者福祉施設等設置者・管理者の責務①


　～虐待事案が起きた場合の対応と設置者・管理者の役割～　


講師：牧野　賢一（検討委員会委員）








